
■2019.12.2NTT労組「分会情宣担当者研修会」





■第３分科会

「ビラのツボ～ツボを押さえりゃ簡単ビラづくり～」

 自治労まんが集団 

事務局長 ヨッシー・イリエ 

●速報性のある情報としては「ビラ」が一番

読みやすいレイアウト、インパクトのあるキャッチコピーや写真、カットを効果的に

使うことがビジュアルな紙面づくりの基本。ツボを押さえれば意外と簡単なビラづくり。

今年は参院選、来年は統一地方選と広報担当者は大忙し。そんなあなたの味方はヨッシ

ー・イリエのこの講座。ビラだけではなく選挙の広報のツボも学べます。さあ、「1 秒

でも長く」手にしてもらえるようなビラづくりにチャレンジしよう。 

■ビラづくりのまえに

1.はじめのツボ

①「読み手」と「作り手」のちがい

②企画して、集めて、選んで、ならべて、配る

③編集者とクリエーターのちがい

2.伝え方のツボ

①新聞、ビラ、リーフ、パンフ

②ステッカー、ポスター、シール、壁新聞、たて看、横断幕
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③ワッペン、バッジ、腕章、ゼッケン 

 

 

④WEB 

 

 

 

3.レイアウトのツボ 

  ①なぜレイアウトするのか 

 

 

 ②レイアウトの形式 

●グリッド形式 

 

 

●フリー形式 

 

 

③バランスのとり方 

●シンメトリー（対称） 

 

 

●リズム 

 

 

●大と小、黒と白の対比 

 

 

●ホワイトスペース 

 

 

 

  ④紙面の位置と組み 

●タテ位置・タテ組み 

●タテ位置・ヨコ組み 
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●ヨコ位置・ヨコ組み 

●ヨコ位置・タテ組み 

 

 

4.形式のツボ 

①１枚のビラですべてをいい尽くすのは無理。簡潔に 

 

 

②新聞とビラの違い 

  ●新聞………分散型、定期発行 

・ ニュース性と記録性 

・ 製作上での技術的な取り決めがある 

   ●ビラ………一点集中型、不定期 

・ インパクトが大事 

・ テーマを絞り、イラスト、写真を大胆に使う 

③製作上の注意点 

  ●大胆に、ビジュアルに 

    

  ●文字のジャンプ率を高く 

 

  ●写真、イラストと見出しロゴで変化を 

   

  ●ケイとカコミで読みやすく 

   

  ●色、紙質、サイズ、折りも考えて 

 

●ビラの 5W1H を考えて 

  5W とは、「When」・「Where」・「Who」・「What」・「Why」、１H とは「How」

を 指しています。「5W1H」は、伝えたい事を伝えたい人に的確に伝える為

の基本となります。「5W1H」の要素がしっかり掲載されたビラは、読者（組

合員・市民等）へ理解されやすく行動に結びつきます。 

・When（いつ）：日時や期間 

・Where（どこで）：開催場所の住所や連絡先 

・Who（誰が）：誰が→主催者、誰に→ターゲット 

・What（なにを）：何を知らせたいのか、何を行うのか、何を売るのか 
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・Why（なぜ）：集会、行動などの目的 

・How（どのように）：配布する手段や方法 

この中で大切なのは、目的（Why）とターゲット（Who）です。何のために

ビラを作成するのか目的を明確にして、それを誰に伝えたいか、誰に来てほし

いかでデザインや内容を決定していきます。またターゲットの性別や年齢層に

よって、ビラの配布方法も決まっていきます。 

 

 ●人の目線の流れを考えて（Ｚ型レイアウト） 

「Ｚ型」とは、人の目線の流れを表しています。目線は左から右、右から左

下、左下から右下と"Z"に動く人が多いので、その目線に合わせてビラのレイ

アウトをすると、見やすさや訴求力が高まります。 

 

●写真の大きさを変える 

複数の写真を使う際、同じ大きさで配置するだけでは、目立たせたかった写

真が埋もれてしまい、目立ちません。特にアピールしたい写真 1〜2 点を決め

て大きく配置し、それ以外の写真はメインの写真よりも小さくすると、メリハ

リがついた見やすい紙面になります＝写真のジャンプ率。 

 

●同じ写真で変化をつける 

1 枚の写真でも、写真全体で使用したり、一部分をアップで使用すること

で、同じ紙面に使ってもメリハリをつけることができます。 

 

 ●配色とイメージを考えて 

    デザインに使う色の組み合わせで、ビラのイメージ

は大きく変わります。ビラを作成する際には、ターゲ

ットや季節などを考慮して、配色を決めていきましょ

う。赤や黄、青、緑といった色味の違いを色相といい

ます。色相には循環性があって、色を順に並べていく

と丸い環になり、これを色相環と言います。どういっ

た組み合わせが調和するのか、相性がいいのかを知っておくと上手な配色ができ

ます。配色を考える際には、色相環をもとにすると簡単です。 

・補色を使う…色相環の対角線上の２色の組み合わせ。一番目立ちインパクトがある。 

・類似色を使う…色相環の近い位置にある色を使った組み合わせ。なじみやすく穏や  

かな印象に。 

・同系色を使う…色相環の同じ色で、色の濃淡や彩度差がある組み合わせ。まとまり   

がよく統一感がでる。 
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■キャッチコピーのツボ 

短いワード数に伝えたいことを込められたキャッチコピーには、長々と説明されるより

説得力があり記憶に残ります。キャッチコピーは短いちょっとした言葉ですが、その短

いワードの中に伝えたいことが詰め込まれています。「キーワードとなる単語」を人に

伝える際に、どれだけ創造力を膨らませて魅力的に見せられるかが、個性的なキャッチ

コピーとなる為に欠かせないことです。インパクトのあるキャッチコピーを効果的に使

うこともビジュアルなビラづくりの基本。ツボを押さえて、誰もが食い付くコピーづく

りにチャレンジしよう。 

 

 

1.役割と機能のツボ 

   ●標 題：属性・趣旨 （○○について／第○回○○大会） 

 ファイリングには適切（情報データとして必要） 

  ●本 文：起承転結・５W１H 

      記事の場合は事実を簡潔明瞭に 

   ●リード：本文・内容の要約 or 本文との役割分担（状況・経過説明、呼びかけ

など） 

  一定程度本文内容が把握できる、書き手の意思がわかる 

   ●見出し：本文中の文言等から抽出し加工する  

これだけで、記事内容の特徴点や主張について十分に推測で きる。 

   ●キャッチコピー  

新聞＝一般記事では見出しで十分なためほとんど使わない。広告、  告知

の箱モノ記事などに 

ビラ・ポスター＝（半ば強制的に）読ます、印象づけるための必須アイテム 

●ビラにおけるそれぞれのポジション 

 

2.まず踏まえるツボ 

   ●作り手はビラの目的をはっきり意識しよう（召集／告知／意識づけ／行動喚起

…）      

   ●読み手は誰か（組合員全員／職域／首長・管理職／市民／トレンド・リーダー

…）→ 主たるターゲット（読み手）の気持ちを想像しよう 
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3.アイディアのツボ 

   ●ビジュアルものとの連関・連系プレー 

   ●たくさんアイディアを出す 

    世間の話題に便乗する／語呂合わせ／有名な唄や詩／擬音語・擬態語／ＣＦ・

ポスター・チラシ・商業紙を参考／絵文字や記号も 

…楽しんでつくろう♪ 

   ●ビジュアルものとの連関・連系プレー 

   ●数字やデータを使って信用を得る 

●地域名をいれるとプレミア感が 

●インパクトのある表現で興味を持たせる（擬音を使ったり） 

●イメージできる特長を伝えて優れている部分に注目させる 

●購入する人が興味を持つと思われることをコピーにする 

●優れている部分に注目させる 

●必要性を気づかせる 

●きっかけを与える 

●人の意見や評価、オススメの利用方法を知らせる 

●目的とする行動へ誘導する 

●人気や評判を最大限に活用する 

●品薄感を演出する 

●限定感（今だけ等）を持たせる 

●感情を刺激して引き寄せる 

●お得感を強調する安さの理由を説明する 

●ターゲットを絞り必要とする人だけに伝える  

●キャッチコピーをサンプルから学ぶ 

 

4.実際にコピーを考えてみよう 
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■イラスト・カットのツボ 

  編集者＝クリエーター（制作者）ではない。カットの使い方に習熟するのも編集者

の大切な仕事。ここではカットの選び方、組み合わせ方などを中心に考えてみよう。 

 

1.役割のツボ 

●余白部分の穴埋め（埋め草）から、読ませるための重要な役割へ 

●目的に合ったイラスト、まんがを選択 or 描く 

※まだまだ多いヒジョーに悲しい使われ方 

2.表現方法のツボ 

●写実的に描く→対象をありのままに表現する。 

●略して単純に描く→無駄な要素を切り捨てて、特徴をつかんで、独自 性を加

えてシンプルに表現する。カットではこの手法が主役。カットは CUT（省く、

削る）に通じる。 

●一見無関係が新しい関係をつくる→説明的に記事の補足として置くだ けでな

く、記事や見出しと関係ないようなカッ

トを紙面に配置することによって新しい

意味をつくりだすことも大切。 

（例･･･スポーツをする姿が必ずしもスポ

ーツのカットとして適切なもので

はない）     

●写真とカットを組み合わせる 

●カットとカットを組み合わせる 

●文字とカットを組み合わせる 

●スクリーントーンなどを貼る、塗りつぶす 

●群像などから１人だけピックアップする 

※著作権などの問題があるので、あくまでもカット集等からの転載で 

 

3.大胆さのツボ 

●コマまんがなどのフレームを拡大する 

●小動物などを超拡大 

●部分を超拡大 
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4.全体のバランスのツボ 

   ●見出しやカットの大きさ、色の濃淡、本文記などとの視覚的関係を考えてバラ

ンスをとる 

 

5.実際につくってみよう 

   ●段物広告をつくる 
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■イキイキとした広報写真のツボ                                           

1.はじめのツボ 

  ○写真は記事に臨場感を与える 

文字ばかりの新聞は、読者も興味を持たなくなります。そこで、新聞記事や

紙面をより充実させるために写真を活用しよう。新聞で組合の活動を伝える場

合、そこに写真を 1 枚入れることで、より臨場感がわくものです。さまざまな

場面を組合活動の記録として残しておくことも広報担当者の大切な役割であ

ることを忘れないようにしましょう。使わなかった写真も、日付やテーマ別に

きちんと保管しておくと、後日、議案書やパネル展などで再利用するときに便

利です。 

 

2.上手な広報写真の基本のツボ 

     私たちはプロカメラマンではありません。高度な技術や高価なカメラは必要

ありませんし、シャッター速度や露出を合わせるような難しいカメラも機動的

ではありません。最近のデジタルカメラは誰にでも写せるオートプログラム式

のものがほとんどですので、ここではカメラの操作方法というよりも、写真撮

影に当たっての基本的なポイントをおさらいしましょう。 

 

●写真の三要素 

     写真は、フィルムであれ、デジタルであれ、目の前の空間を切り取った結果

もたらされたものです。「空間を切り取る」というのが「構図」です。そして、

その切り取る時に、どのくらいの光をフィルムか撮像素子に与えるか、という

のが「露出」です。また、どこに注目したか、を表すのが「ピント」です。こ

の「構図」「露出」「ピント」の三つが写真の三要素です。どれか一つだけが「正

解」であっても、残りがいまひとつだと、「なにかしら物足りない」写真にな

ってしまいます。どれもがハマると、相乗効果で良い写真になります。 

カメラ機材の「自動化」が進み、今や「ピント」と「露出」はかなりカメラ

にお任せできてしまえる時代になりました。とりあえず集中すべきは「構図」

です。 

どのように切り取るか。いろんなアプローチがありますが、なかなか良い写真

にならないなあと思っている方には、思い切ってもう一歩、前に出る、もうち

ょっと寄ってみる、というのをおすすめします。 

よく「写真は引き算」と言われます。ついつい「あれもこれも」入れてしま
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いたくなるのですが、そうすると「何が撮りたかったのか」ということが分か

りにくくなってしまい、相手に伝わらなくなります。「これが撮りたかった」

というのに集中してみましょう。あれもこれもをやめて、少しずつ切っていき

ます。思い切って寄ってみる。そうやってぐっと寄ってみると、力強い写真に

なりますし、見直した時に「そうそう、これが撮りたかった」となるはずです。 

 

   ①枚数を撮ろう 

 

 

 

②もう一歩踏み込んで撮ろう 

 

 

 

③高い位置や斜めから撮ってみよう 

 

 

 

④ヨコ位置の写真だけでなくタテ位置の写真も撮ろう 

 

 

 

⑤左右・正面から撮ろう 

 

 

 

⑥電池はこまめにチェックしよう 

 

 

 

⑦イメージを持って撮ろう 
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■資料１

① ②

③

④ ⑤
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■資料 2

①

②

③ ④
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■資料 3

①

②

【部内討議資料】

13



■資料 4

①
②

③

④
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■資料 5

①

②

③

④
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【FREE GIFT】 

 

「読まれる機関紙のツボ」 

～ツボを押さえりゃ簡単機関紙づくり～ 

                         自治労まんが集団 

事務局長 ヨッシー・イリエ 

 

1.つくる前のツボ 

  ①何のために機関紙を発行するのか 

     ■労働組合の機関紙はいったい何のために発行されているの？ 

     →「読者である組合員に伝えるべき情報を伝え、双方向のコミュニ

ケーションを図るため」 

     →「組合員１人ひとりが安心して働くことができ、家族を含めて各々

が幸せな日々を送るため」（最終的に実現したいこと） 

     →「仲間の活動の記録」 

      ※機関紙づくりは仲間の「輪」づくり 

②何に向けて発行するのか（ターゲット） 

■Personal････････････個人 

■Organization････････組織・組合  

■Mass･･･････････････不特定多数 

③何を、どう伝えるのか 

■組織として組合員に知ってほしい情報 

■組合員が知りたい情報や役立つ情報 

■情報の迅速な伝達は WEB などのデジタル媒体やビラ・号外。 

■情報を組合や職場の視点で読み解き、組合員に「教宣（教育宣伝）」（組

合としての方向性や考え方を説明）するのが機関紙。 

     

 

2.読まれるためのツボ 

 ①編集・企画のツボ 
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■経過報告だけで終わらない 

    ■継続性と発展性 

    ■組合としての切り口、視点を持つ 

     （一般的な解説ではなく、組合の目線で見ることを意識） 

 ②レイアウトのツボ 

■紙面を読みやすくするための手段……基本は「押さえて流す」 

「Ｘ型」「四隅を抑える」 

バランスが大切 

（記事・写真・見出し等） 

■紙面の組み方（形式）………①流し組み、②ブロック組み 

     ■読者をひきつけるための仕上げ作業……新聞は３度読ませる 

■伝わる配置、読みやすい配置を意識……記事の順番 

■紙面の位置と文字組み…………タテ位置・タテ組み 

タテ位置・ヨコ組み 

ヨコ位置・ヨコ組み 

ヨコ位置・タテ組み 

■レイアウトの禁じ手……ハラ切り、飛び降り、両流れ、泣き別れ、

飛び越し、エントツ、しりもち、横並び etc               

③記事のツボ 

    ■新聞記事は３つの「Ｃ」 

CORRECT（コレクト・正確）：真実性と正確性をもった文章。 

CONCISE（コンサイス・簡潔）：短く簡潔で読みやすい文章。 

CLEAR（クリアー・明快）：やさしくわかりやすい文章。 

    ■新聞記事の組み立ては「逆三角形」 

・一般の文章……序論→本論→結論（起承転結） 

・新聞の文章……まず主眼点（結論）を書き、次にいくつかの要点を

書き、重要性の低い事項を最後に書く(逆三角形) 

    ■新聞記事を書くには「5W1H」 

簡単に新聞記事を書くとき……「5W1H」の順番に書く 

●When（いつ）：日時など 

●Where（どこで）：場所など 

●Who（誰が）：人物など 

●What（なにを）：目的・行為など 

●Why（なぜ）：原因・理由など 

●How（どのように）：様子・手段・状態・方法など 

※その他、組合としての見解や参加者（組合員とその家族）の声 
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④見出しのツボ

  ■見出し＝タイトルではない……本文を読まなくても内容がわかる

■読者を紙面に引き込み、本文へと誘導する……本文からキーワード

を拾って

■「主 8 文字、ソデ 10 文字」……主見出し 7～9 文字、

袖見出し 9～11 文字

  ■「！」は使わない

  ■「主見出し」「袖見出し」「柱見出し」「肩見出し」「交錯見出し」「並

列見出し」「額見出し」「字割り」「字落とし」「字あき」      

⑤ビジュアルのツボ（写真、イラスト、コマまんが）

    ■視覚で読者をひきつける

■バランスのよい配置で紙面にコントラストを

■向きにも気を配る

⑥コミュニケーションのツボ（双方向）

■定期発行

■連載物（コラム等）

■支部や職場、組合員の紹介

■ボランティア情報

■仕事に関係ある資格や技術の情報

■記事に参加者（組合員とその家族）の声を盛り込む

■組合員の知りたい情報

■イベントの案内

■読者プレゼントクイズ  etc

【実践のツボ】

1.レイアウトのツボ

■レイアウトは「盛り付け」…バランスが大切

料理に例えれば、文章の作成が「調理」、レイアウト

（集めた記事や写真などの素材を紙面に割り付けること）は「盛り付け」です。

どんなに良い素材（文章・写真・イラスト等）のものを上手に調理しても、た

だ並べただけでは、その美味しさは、口に入れるまでわかりません。食べる気

にさせる（読む気にさせる）盛り付け（レイアウト）を心がけましょう。
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18



そのためには、最初に紙面全体の出来上がりイメージがなければうまくいき

ません。題字や題字下、見出し、写真、ケイ線などのスペースもあるので、

本文の記事量は紙面の 6 割程度にするとレイアウトしやすくなります。本

文が長すぎると文字ばかりになり読む気をなくしてしまいますし、短すぎて

も情報が正しく伝わらなくなります。記事や写真等のバランスに気を配りま

しょう。 

 

■記事のプライオリティ（優先順位）を考える 

レイアウト前に記事のプライオリティを考えることで、その後の作業が楽に

なります。 

 

①組合員にとって最重要課題か 

②組合活動に関するものか 

③社会的にタイムリーな話題か 

④日時、時系列はどうか など 

 

通常タテ書きの新聞は右上から読

み始めるので、紙面の右上がトップ記

事になります。編集者が一番大事だと

判断した記事をトップに置き、セカン

ド記事からはトップに続く中央から

左下へ、左下までいったら今度は左上

から右下へとレイアウトします。 

 

■記事の性格で置く位置を決める 

レイアウトをする上で重要なのは

見た目だけではありません。レイアウ

トには、固定読者をつかむという意図

があります。たとえば、県本部・単組

からのニュースは１面に、組合員の交

流を図るものを２面に、というように、

固定読者が読みたい記事がどこにあ

るかがすぐに分かるようにしておく

と、読者にとって親切な紙面構成になり、読んでもらえることにつながります。 

トップ記事 
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■固定欄を置く位置を決める 

固定欄（連載物）は、基本的に毎号掲載するものですから、最初に置く位置

を決めておきましょう。固定欄を楽しみに読んでくれる読者もいるはずですか

ら、固定欄の位置を決めたら、号ごとに場所を動かしたり、タイトル見出し（そ

のコーナーの名前）を変えたりしてはいけません。※大きなニュースを入れな

ければいけない場合は別です。 

■記事だけが伝達手段ではない 

記事で情報を伝えるのが一番読者に伝わりやすいと思われがちですが、一概

にそういうものでもありません。例えば、100 文字の記事よりも１枚の写真

が記事よりも訴求力がある場合もあります。何が何でも記事を書くことばかり

考えずに、記事に代わる１枚の写真、あるいは図表やイラスト、マンガを探し

てくればよいのです。 

 

■写真やイラストは刺し身のツマではない 

「空間ができたから写真を入れよう」

「紙面がやわらかくなるからイラストを

入れよう」となってしまいがちですが、写

真やイラストは刺し身のツマではありま

せん。「写真やイラストを入れた方がより

読者に分かりやすくなる」という考え方で

レイアウトしましょう。 

 

■新聞は 3 度読ませる 

読者が紙面を手にした時、真っ先に目に

飛び込んでくるのが見出しです。読者は見

出しから何が書いてあるのかを知り読ん

でみたいと興味を持つので、見出しは目立

たなければ意味がありません。 

次に読者はリード（前文）を読んで記事

全体の概略、要約、または結論を知ります。

そのためリードはトップ記事や長い記事

につけると効果的です。一般的にリードに

②リード 
①見出し 

③本文 
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は通し組みという技法を使います。例えば、1 段が 12 文字詰めの基本組みな

ら 2 段以上を通し、字詰めを増やして（12 文字×2 段は 24 文字なのでそれ

以上の字数）書きます。リードの天地左右に空きや書体を変えるなどして本文

との差別化を図ります。読者は見出しとリードで本文に導入されて、詳しい内

容を知るのです。 

 

■基本形は「押さえて流す」 

機関紙の割り付けは、まず初

めに紙面の隅、端、下に罫線で

押さえたハコものを置き、レイ

アウトを決めます。レイアウト

が決まったら、トップ記事を右

上から左下に流しこみます。こ

のようなレイアウトの基本的な

方法を「押さえて流す」と言い

ます。つまり、レイアウトはハ

コもので決まるとも言えます。 

 

■カコミとは 

カコミとは、飾りケイを用い

て囲った枠の中に、記事（イラ

スト・写真なども含む）を挿入

する手法のことです。紙面の中

に紙面があるという気持ちで、 

その中身も自由（ヨコ書きでも

可）に組むことができます。 

  カコミの種類は、 

①４方カコミ……天地左右４方をケイで囲む 

②３方カコミ……４方のうちどこか１方のケイを抜いたもの 

③２方カコミ……天と地、あるいは左と右、天と右、地と左など２方だ  

けにケイを入れたもの 

※罫線は記事と記事を区別するための線で、行間ではなく 1 行分のスペー

スをとって引きましょう。 

 

題字横 題字 
奥付け 

コラム 

連載物 

連載物

マンガ 
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■タタミとは 

左右の輪郭ケイに密着するように、記事を２段以上に折りたたみ、左か右い

っぱいに記事をたたみつけるようにタテのケイだけで押さえる手法をいいま 

す。簡単にいえば、１方カコミと理解してください。なお、タタミ記事にはカ

コミ同様に中段ケイは入れません。 

※本文中に見出しやタイトルを割り込ませて字詰めを変える方法もあり、 

これをクミコミ（ワリコミ）と言います。 

 

■レイアウトの種類 

掲載する記事の内容によってＸ型、Ｔ型などを選択してレイアウトを行いま

す。 

・X 型は新聞の基本 

一般の新聞は、記事が右上から左下

に流れるように見出しや記事がレイ

アウトされています。このレイアウト

は人間の目の自然な動きにもっとも

合ったものと言われています。タタミ

やカコミを左上や右下に置き、セカン

ド記事の見出しを中央にレイアウト

するとＸ型になり、読みやすく見やす

い紙面になります。このＸ型レイアウ

トは、多方面に使われるレイアウトで

す。また、見出しの大きさは記事の重

要度を表すので、トップ記事見出しは、

一番大きくレイアウトすることが必

要です。 

・T 型は比較記事に最適 

Ｔ型のレイアウトにすると、大きく扱った特集記事などの迫力ある紙面をつ

くることができます。一般のスポーツ紙によく見かけます。紙面の最上段に横

書きの大きな見出しを置き、中央にも縦の見出しを置き、見出しがＴ型になる

ようにレイアウトします。「親と子」「賛成か反対か」などのように、二つの立

場や意見を対比させたり、二つを比較したりするような記事に最適です。 
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2.記事のツボ 

■記事の種類 

記事は４つのカテゴリーに整理できます。 

【客観記事】………ニュース記事のこと 

【主観記事】………主張、解説、個人の意見など 

         内容によっては、エッセイやコラム、インタビュー記事、

マンガも主観記事に入る場合があります。 

【インフォメーション記事】 

 イベント開催やボランティア等の応募などを告知する記事のこと。 

【色もの記事】 

 マンガ、囲碁・将棋、クイズなど 

全面に取材してきたことをズラズラと並べてある機関紙がありますが、こう

いった機関紙はメリハリがなく、大変読みにくいものになってしまいます。そ

んな時に重要なのが、記事のバランスです。色々な表現をすることで記事の印

象を変えれば、メリハリのある紙面が作成できます。 

  

■ニュース記事は新聞の命 

私たちが作る機関紙は、ニュース記事、コラム、広告、お知らせ、カット、

そして読者からの投稿記事などで構成されています。中でも、メインになるの

はニュース記事。「ニュースは新聞の命」と言われており、新聞というスタイル

をとるかぎり、ニュース記事の占める割合が多くなるのは必然です。 

 

■ニュース記事に名文なし 

朝、新聞のニュースを読んで「これは名文だ」と感じたことはありますか。

おそらくそんな経験をした人はほとんどないと思います。なぜならニュース記

事に名文や美文は必要ないからです。ニュース記事は、「早く、正確に」読ませ 

ることが基本。したがって文章も「読みやすく、分かりやすい」ことが条件で、

名文、美文である必要はないのです。 

 

■新聞記事は３つの「Ｃ」 

新聞記事の基本として「３Ｃ」があります。「３Ｃ」の「Ｃ」は、次の単語の
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頭文字です。

●CORRECT（コレクト・正確）：真実性と正確性をもった文章。

●CONCISE（コンサイス・簡潔）：短く簡潔で読みやすい文章。

●CLEAR（クリアー・明快）：やさしくわかりやすい文章。

機関紙など、限られた文字数の中で読みやすくわかりやすく正確に書くコツ

は、無駄を省くことです。

■新聞記事の組み立ては「逆ピラミッド型」

一般の文章は、序論→本論→結論とだんだんと広がり

を持つ組み立てになっていますが、ニュース記事は「結

論」を先に書きます。

①結論＝どんなことを話したか、何を決めたか

②経過＝結論にいたるいきさつ

③補足＝つけ加えたいこと

これは新聞本来の速報性と紙面上の制約から生まれた独特な文章形態だと考

えることができます。また、「要点先述法」は読者の関心と興味の度合いによっ

て、読み進めることが可能です。つまり、新聞記事は結論が先に書かれている

ため、読者が不要だと思ったところは省略して読むことができるのです。

なお、コラムは「起承転結」で書きます。

■新聞記事を書くには「5W1H」

プロの新聞記者でも、新聞記事を書くときには「5W1H」を必ず頭に入れて

書くそうです。「5W1H」の「W」と「H」は、次の単語の頭文字です。

●When（いつ）：日時など

●Where（どこで）：場所など

●Who（誰が）：人物など

●What（なにを）：目的・行為など

●Why（なぜ）：原因・理由など

●How（どのように）：様子・手段・状態・方法など

新聞記事では内容を正確に読み手に伝えなければなりません。「5W1H」の
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「いつ・どこで・誰が・なにを・なぜ・どのように」の 6 つの要素を頭に入れ

て記事を書けば、大切なことを書きもらすことはありません。 

 さらに取材に出かけたのであれば、自分が見たこと、聞いたこと、知った事

実を、具体的に書き加えることによって、よりリアルな新聞記事をつくること

ができます。 

 

■「ＷＨＹ」と「ＨＯＷ」がポイント 

実際に読者にインパクトを与える記事を書くためには、５Ｗ１Ｈだけでは十

分ではありません。読者を引きつけるためには、６つの要素のどこに重点を置

くかを考える必要があるのです。記事の良し悪しは、「なぜ」「どのように」が

うまく取材され、かつ書けているかにかかっています。「なぜ＝理由・背景・目

的」の説明と、「どのように＝経過・手段・程度」の描写ができるかどうかが、

読者に読まれる記事かそうでない記事かを分ける分岐点になるのです。この点

を十分に意識しておいてください。 

 

■文章は短く 

分かりやすい文章をかくときに一番必要なのは「短く書く」ということです。 

文（センテンス＝句点で終わる一文の長さ）の長短は、文章の難易度を左右す

る重要な要素です。センテンスは短ければ短いほど、分かりやすく読みやすい

ものです。なお、１つのセンテンスは、50～60 字を目標にするとよいといわ

れています。特に組合新聞は、だらだらと文が続いているものが多く見られま

すが、これでは読者もウンザリしてしまいます。 

 

■接続助詞を避ける 

文章を長くする原因となるのが、接続助詞です。助詞は文章のメリハリをつ

ける時などに有効な品詞ですが、こと接続助詞に限っては、文章を長くするだ

けで分会ニュースの記事スタイルには合いません。接続助詞が出てきたら、接

続詞に置き換えて文章を分ける。 

たとえば、 

 

「〇〇は当選したが、△△は落選した」 

           ↓ 

「○○は当選した。しかし△△は落選した」 
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といった文章に改めることが大切です。少なくとも、「。」でいいところは「。」

に置き換えるということを意識するように心がけましょう。 

 

■短い記事の書き方 

新人の新聞記者が、まず、書かされるのが「死亡記事」だそうです。一般新

聞の社会面の下に毎日出ていますが、ムダなことは省かれ、実に簡潔明瞭な記

事になっています。死亡記事だけに、特に正確さが重視されており、大変参考

になります。 

 

■誤解を生む文章はダメ 

 

刑事は血まみれになりながら逃げていく犯人を追いかけた。 

 

この文章のまずいところは、「血まみれになった」のが、刑事なのか、それ

とも犯人なのか、分からないということです。記事の基本が正確な情報提供に

あるとすれば、こうした誤解を招くような文章は避けなければなりません。 

 

■修飾語はかかる言葉のすぐ前に 

シューベルトの歌曲に『美しき水車小屋のおとめ』があります。この場合も

「美しき」が「水車小屋」にかかるのか、「おとめ」にかかるのかが明瞭では 

ありません。このような場合「水車小屋の美しきおとめ」とすべきでしょう。 

 

3.見出しのツボ 

新聞には必ず「見出し」があります。１面トップには大きな活字を使った見

出しがあり、メイン記事として強調されています。一方、10 行程度の小さな

記事にも必ず見出しが入っています。ところで、見出しはなぜ必要なのでしょ

うか。私たちが新聞を開く時、まず目に入るのが写真と見出しです。読者は、

まず「見出し」に目をやり、リード、本文と読み進めていきます。もし見出し

がなかったら、平板でアクセントのない新聞となってしまうでしょう。当然、

読者は読む気が起こりません。見出しは“新聞の看板”です。看板が悪ければ、
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誰も店に入りたがりません。見出しはまずお客様を上手に引き込む手段なので

す。 

 

■内容は一目で 

見出しの役割は、次の３点に要約されます。 

 

①記事の内容を読者に知らせる。 

②読者に記事を読む気にさせる。 

③見出しの大小で記事の強弱、優劣を知らせる。 

 

 特に新聞の場合、見出しは単なる表題ではなく、「記事の内容が一目で分か

る」ことが重要です。つまり、記事の究極的な要約が見出しです。記事を読ま

なくては内容が分からない、というのではその見出しは失格です。 

 

■見出しの基本型 

見出しには、以下の基本型があります。 

 

・「柱見出し」→主題・表題・スローガン 

・「主見出し」→結論 

・「肩見出し」→主見出しにかかる 

・「袖見出し」→補足説明 

 

 ただし、組合機関紙では、記事も短く、紙面

スペースに制約があるため、商業紙のように多

くの見出しをつけることができません。そこで、

「主見出し」と「袖見出し」を組み合わせるの

が、一般的なパターンとなっています。 

主見出しは、体で言えば心臓の役割を果たす

もので、「何がどうなったか」「何をどうするの

か」という、その記事の中心、結論的なことを

立てます。 

一方、袖見出しは、まさに服の袖のことで、

「いつ、どこで、だれが」等、主見出しを補足する役割を持っています。 
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■見出しは「省略の芸術 

見出しは、「省略の芸術」とも言われます。大切なことは、①不要なものは

省く、②できるだけ短くする――の２点です。 

 主見出しは７～９字、袖見出しは９～１１字を目途にまとめるよう心がけま

しょう。なぜなら、見出しの目的は「読む」ことではなく、ぱっと見て「感 

じ」させ、意味を理解させることにあるからです。また、短くすることによっ

て、メリハリが生まれ、強調されるという効果も出てきます。さらに文字数 

を少なくすることによって、見出し文字を大きくすることができます。 

 見出しは目立つが勝ち、目立たなければ見出しではないと思ってください。 

 

■視点・立場をはっきりと 

次に具体的な見出しのつけ方を考えてみましょう。 

 たとえば、 

 

組合は、特別手当 4.5 ヶ月分を要求。これに対し会社側は、厳しい経営状 

況を理由に、4.3 ヵ月分と回答した。組合側は、この回答を即座に拒否し、 

満額回答を引き出すべく 13 日始業時からのストライキを通告した。 

 

●見出し① 特別手当 4.3 ヶ月（主）組合はストを通告へ（袖） 

●見出し② ストで満額回答へ（主）組合「4.3 ヶ月回答」拒否（袖） 

 

という記事があったとします。この時、上の①のような見出しではどんな印

象を与えるでしょう。客観的な報道という面では良いかもしれませんが、自ら

の運動を報告する組合新聞としては、必ずしも合格とは言えません。 

 「組合は 4.3 ヶ月の回答を拒否し、ストライキをもって満額回答を迫る」

方針を主張したいのなら、②のようにすべきです。組合機関紙は組合員のため

の新聞です。組合員にとって何が重要なのかを判断し、視点・立場を明確にし

ていくことが必要です。 

 

■見出しの種類 

・主（本）見出し 

記事の最も重要な内容、要素をズバリ言い切ります。最低限これ 1 本で

も成り立ちます（7〜9 字程度）。 
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・肩見出し 

主見出しにかかって

つなげて読んだり、記

事内容の特色を表現し

ます（8〜10 字程度）。 

・袖見出し 

主見出しの次にくる 

副次的要素を表現しま 

す（8〜10 字程度）。 

・割見出し（交錯見出し） 

肩見出し、袖見出し

などで言い切れなかっ

た主語や地名、さらに

副次的テーマを書きま

す。1 本で 2 行に割り

見出し、主見出し、袖

見出しの上や下に縦位

置や横位置で入れます。 

・1 本 2 行見出し 

縦位置でも横位置で

も字数を合わせてあた

まを揃えるのが原則で、

言葉の切れ目で行が変

わるようにし、行頭に

「を」「の」「は」など

助詞がこないようにします。あたまを崩してチドリに置く方法もあり、優

しいイメージになります。 

・横位置の見出しの場合は… 

縦位置でも横位置でも字数を合わせてあたまを揃えるのが原則で、言葉

の切れ目で行が変わるようにし、行頭に「を」「の」「は」など助詞がこな

いようにします。あたまを崩してチドリに置く方法もあり、優しいイメー

ジになります。 

・「！」は使わない… 

感嘆府「！」をやたらに使わず、強調するなら文字の大きさや形で表現

しましょう。そのほうが１文字少なくなる分、大きい文字が使えます。 

 

主見出し 

袖見出し 

交錯見出し 

１本 2行見出し 
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4.レイアウトの禁じ手 

新聞のレイアウトには禁止事項がいくつかあり、これを無視すると、読者が

読み間違いをする危険性があり、大変読みづらい新聞になってしまいます。こ

こでは、その禁止事項をあげてみました。 

 

●飛び降り 

記事を上段から下段に読んでいく途中に写真やイラストなどがあり、それを

飛び降りて読ませること。 

 

●両流れ 

二つの記事の流れが次の段の最初の行で重なってる状態。 

 

●泣き別れ 

記事が続く場合に段末が改行で終わっていること。 

 

●飛び越し 

記事を右から左へ読んでいく途中、２段以上の写真や見出しなどがあり、 

それを飛び越して読ませようとすること。 

 

●ハラ切り（ハラ切れ） 

段間が左右の端まで通っていること。 

 

●横並び（並列見出し） 

同じ大きさの見出しを同じ段に並べること。 

 

●しりもち 

  2 段以上の見出しや写真を最下段に配置すること。 

 

●エントツ 

見出しの真下に見出しを並べて配置すること。 
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2023 年 2 月 10 日 

全国情報宣伝セミナー

ヨッシー・イリエの選挙のツボ

2023 

ヨッシー・イリエ

1.政治活動と選挙運動の違い

 公職選挙法は、政治活動や選挙運動等を定めているすべての国民に関わる法律です。  

公職選挙法上の“選挙運動”とは、①特定の選挙で、②特定の候補者の当選を図るために、

③有権者に働きかける行為のことをいい、“選挙運動”とそれ以外の“政治活動”とを明

確に区別しています。 

“選挙期間”前の上記①から③の3要件を備えた選挙運動は、公職選挙法の「事前運動」

として禁止されています。ふだん“選挙期間”以外に私たちが行っている活動は“政治

活動”であって、“選挙運動”ではありません。“政治活動”を行うことは、日本国憲

法で保障されたすべての国民の権利です。労働組合の政治活動の自由も、裁判所の判例

で保障されています。 

 ちなみに、公職選挙法の解釈では、以下のような行為は“選挙運動”ではなく、「選挙

運動類似行為」として、“選挙期間”前にも行うことができるとされています。政治活

動は、この選挙運動類似行為の一つなのです。 

①立候補準備行為   例）労働組合内の推薦会の開催、推薦決議等 

②政治活動      例）個人、労働組合、政党などの一般的な政治活動 

③後援会活動     例）後援会の設立、後援会加入勧誘等 

【部内討議資料】

31



2.公示（告示）前にできること

①組合として候補者を推薦して、機関紙やビラを使って、特定の候補者を推薦した理由

や推薦者の履歴・政策公約などを周知・徹底すること。

②組合掲示板に、推薦候補の政治活動用のポスターを掲示すること。

③組合ウェブサイト等（ホームページ、ブログ、ツイッターやフェイスブック等のＳＮ

Ｓ、動画共有サービス、動画中継サイト等）に、推薦候補の政策紹介や遊説情報など

を掲載すること。

④職場オルグで組合執行部が組合員に対して、候補者を推薦した理由や候補者の履歴・

政策を説明して、支持者カードの提出をお願いすること。

⑤推薦候補者を組合の大会や集会に呼んで、政見を聞くこと。

※公職選挙法の事前運動にみなされないように、直接的な投票の呼びかけはできない。 

3.公示（告示）後にできること

①職場オルグなどで、特定の候補者を組合として推薦した理由や候補者の履歴・政策公

約を紹介して、組合方針への協力をお願いすること。

※オルグが行われる場所が庁舎内であるときは、公共建物での選挙演説の禁止（公職

選挙法166条１号）に該当しないよう、特定候補者を推薦した経過や候補者の政策

を紹介し、「投票依頼」は行わないよう注意が必要。

②組合主催の集会（大会や春闘討論集会など）に、候補者が参加してあいさつや決意表

明をすることは「幕間演説」として可能。

③組合ウェブサイト等（ホームページ、ブログ、ツイッターやフェイスブック等のＳＮ

Ｓ、 動画共有サービス、動画中継サイト等）に、推薦候補の政策紹介や遊説情報、投

票の働きかけを掲載すること。

※ただし個人での利用は、地公法36条に注意することが必要。

④第３種郵便の認可を持つ組合機関紙は、公示（告示）日後も、候補者の紹介や組合と

しての推薦経過などを「報道・評論」として掲載できる。第３種郵便の認可のない組

合機関紙で、公示（告示）日後に推薦候補者を紹介すると、公職選挙法上の違法文書

とみなされるおそれがありますので、注意が必要です。したがって、第３種郵便の認

可を持つ本部機関紙「じちろう」や県本部の機関紙を有効に活用してください。

4.電子メールの利用について

電子メールを用いた選挙運動は、政党と候補者に限定されました。ツイッター、フェ

イスブック、ＬＩＮＥなどのユーザー間でやり取りするメッセージ機能は、「電子メール」
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ではなく、「ウェブサイト等」に含まれるので、政党と候補者に限らず組合等も選挙運動

ができます。また、政党や候補者から送信された選挙運動用の電子メールを他者に転送

することも禁止されています。ただし、禁止されているのは、具体的な候補者への投票

依頼を含む選挙運動用の電子メールです。したがって、公示（告示）日前に、組合執行

部が組合員に対して、組合として推薦決定した候補予定者の政策や推薦決定した経過に

ついて周知するためにメールを送信することは問題ありません。また、公示（告示）日

以後でも、投票依頼せず、執行部としての選挙方針、特定候補者を推薦した経過などを

周知することは可能です。これらは、政治活動であって選挙運動ではないからです。 

※インターネットを使った選挙運動の注意点

インターネットを使った選挙運動は 2013 年から解禁されました。公示（告示）日以

降、候補者や政党、有権者がそれぞれホームページやSNS、ツイッターを使って選挙

運動を行っています。しかし、選挙運動ができるのは投票日前日まで（日付が変わる

瞬間まで）です！投票日になってしまうと、選挙運動は誰であっても一切できません。 

【よくある質問】 

●ウェブサイトの更新、SNS での発信、LINE 等のアプリでの選挙運動はいつま

でしていいの？……よく「選挙運動は20時まででは？」という質問がありますが、

20時までの制限は「街頭演説」の規制です。ネットを含む選挙運動は投票日前日の
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23時 59分 59秒まで可能です。ネット選挙運動において一般の有権者は電子メー

ル・携帯のショートメッセージ・ネット広告は禁止、他はなんでも OK です。投票

日前日までは選挙運動期間と定められていますので、ウェブサイトの更新や

Facebook・Twitter・LINE 等の SNS を使って特定の候補に投票を呼びかけるこ

とが出来ます。Youtubeに特定候補・政党への投票を呼びかける動画をアップする

こともできます。応援している候補者・政党のいる方は、日付が変わるまで精一杯

活動しましょう。ただし、自分の候補の当選を願うあまり、相手候補を誹謗中傷を

したり、デマを拡散したりする行為はやめましょう。そうした行為が政治不信を広

げてしまいますし、虚偽事項公表罪（公職選挙法第 235 条第 2 項）にあたる可能

性もあります。 

●インターネットが見られない人に、あの政治家のサイトを紙に印刷して渡してあ

げたい……政治家の公式サイトなど選挙運動にあたる内容を印刷して配布する行為

は「文書図画の頒布」にあたり、禁止されています。特定の政党や候補者または第

三者であっても、選挙運動に関するウェブサイト・PDF の文書・パンフレット等を

印刷して配布する行為はできませんのでご注意ください。スマホやタブレットに表

示して見せるのはOKです。 

●投票日当日は選挙運動が禁止！では、候補者の投稿に「いいね！」は OK？……

投票日当日になってしまいますと、インターネットを含むすべての選挙運動はでき

ませんのでご注意ください。候補者や政党の投稿をシェア・拡散する行為は、投票

日当日は選挙運動とみなされ、違反になる可能性があるので控えましょう。 

ただし、選挙運動と見なされるかどうかにグレーゾーンがあります。例えば候補者

の投稿や選挙運動に関係する記事に「いいね！」をするのはどうでしょうか？ これ

については、直ちに選挙運動と見なされて違反になる可能性は低いと言われていま

す。 

※意図的に特定候補に対して多数の「いいね！」を行うことによって、投票日当日

に特定候補者の SNS やウェブサイトを盛り上げようとする意図があると認められ

る場合は、選挙運動にあたると解釈される可能性がありますのでご注意ください。 

●投票日当日、○○候補がピンチだと聞いた。ツイッターや LINE がダメなら、メ

ールで支援者に投票するように連絡したい！……投票日当日はもちろん、選挙運

動期間中でも違反になる行為です。繰り返しになりますが、そもそも選挙運動に関

連するメールを発信できるのは候補者本人、または政党のみであり、一般の方がメ

ール（電子メール・携帯ショートメッセージ）を使って選挙運動を行うことは認め

られていません。さらに候補者から送付されてきたメールを転送する行為やメーリ
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ングリストの活用も禁止されていますので、ここは特に注意が必要です。

●「○○候補に投票してきた」ツイッターでみんなにも投票を呼び掛けたい！……

「選挙に行ってきました」、「投票してきました」等のただの事実の報告であれば問

題はありませんが、「○○さんに投票してきました」「投票してきました。○○候補

がんばれ！」等の特定の候補者への応援につながる内容が含まれる場合は、その候

補に投票を呼び掛ける選挙運動に該当すると見なされる可能性があります。特定候

補の顔写真・名前の入ったポスターや看板の前で撮った写真をアップして上記の投

稿をすることも、選挙運動と見なされる可能性が高いので注意が必要です。 

例えばですが、「投票してきました。みなさん、忘れずに投票に行きましょう！」と

いうような形でしたら投票率の向上を呼びかけるものとして、違反になることはあ

りません。投票率の推移は選管のホームページに掲載されることが多いので「12時

の投票率はまだ○○%です。みなさん投票へ行きましょう！」などの呼びかけも問題

ありません。 

●投票日当日はずっと規制があるの？……投票日当日の 20 時で投票箱が閉まりま

す。投票行動に影響を与えることもなくなりますので、20時を超えると自由に候補

者名や政党名を記載しての更新ができるようになります。 

5.推薦者（支持者）紹介カード活動

労働組合（職員団体）が後援会から依頼を受け、後援会宛の推薦者（支持者）紹介カ

ードを組合員に配布し、そこに推薦者（支持者）を記入してもらい、その後これを回

収・集約して後援会に提供し、後援会からカードに記載された推薦者（支持者）に対

し後援会加入を勧誘してもらうという方法もあります。このような行為は、後援会に

よる加入勧誘行為への橋渡しでしかないため、政治資金規正法でいう政治団体にあた

る後援会の場合も可能です。その際、カードには「この紹介者カードは、◯◯◯後援

会活動のために使用させて頂く予定です」などと記載していたほうがよいでしょう。

６．禁止されている主な選挙運動 

① 戸別訪問

いかなる者も、選挙人の家庭、会社、事務所、商店などを戸別に訪れ、特定候補

者の氏名をあげて、投票を依頼したり、または投票をしないように依頼してはいけ

ない。この場合、かならずしも家屋内に入らなくても（店先、軒先、道ばたなどで

あっても）戸別訪問とみなされる。 
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② 署名運動

いかなる者も、選挙人に対して、投票を依頼する趣旨の署名を集めたり、投票を

依頼するために後援会加入などの名目で署名を集めてはいけない。 

③ 人気投票の結果

いかなる者も、どの候補者が選挙で当選するかを予想する人気投票を行い、その

経過や結果を公表してはいけない。新聞、テレビ、ラジオ、ビラなど、いっさいの

方法による公表が禁止されている。 

④ 飲食物の提供

いかなる者も、せんべいやまんじゅうなど、いわゆる「お茶うけ」程度のものを

除き、酒、ビール、サンドイッチなどを提供してはならない。みかんやりんごなど

の果物や漬物なども、通常用いられる程度を超えて提供してはならない。ただし、

小選挙区選挙で候補者が選挙運動員などに対して支給する弁当（1 日 15人分、45

食に選挙運動期間の日数をかけた量まで）は認められる。 

⑤ 気勢を張る行為

いかなる者も、選挙人の注目を集めるために、自動車を連ねたり、行列を組んで

往来したり、サイレンを吹き鳴らしたりしてはいけない。 

⑥ 連呼行為の禁止

いかなる者も、選挙運動のために連呼行為（候補者の氏名や政党名を繰り返して

言うこと）をしてはいけない。ただし、演説会場や街頭演説の場合、選挙運動に使

用される自動車や船舶の上（午前８時から午後８時までの間に限る）での連呼行為

は認められる。 

⑦ あいさつ状の禁止

候補者や立候補予定者は、選挙区内の人に対して、年賀状、暑中見舞状、クリス

マスカード、年賀電報などを出してはいけない。ただし、答礼を目的とした本人自

筆のものは認められる。 

⑧ あいさつを目的とする有料広告

候補者、立候補予定者、後援団体は、選挙区内の人に対して、年賀、書中見舞い、

慶弔、激励などのあいさつを目的とする広告を、有料で新聞紙やビラに掲載したり、

テレビやラジオを通じて放送してはいけない。また、いかなる者も、これらの者に

対して有料広告の掲載や放送を求めてはならない。 

７．法的な戸別訪問を理解して 

●法律でいう戸別訪問

・投票依頼の目的をもった訪問を戸別訪問といい、事前も期間中も禁止している

（投票させない目的の場合も同じ）
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・選挙運動（先にのべた三要素をもつ）のため、演説会や候補者名、政党名を各

戸にいい歩く行為も禁止している

・一戸しか訪問しない場合でも、二戸以上を訪問して投票依頼をする目的をもつ

場合は法律でいう戸別訪問となる

訪問する行為ではなく目的が問われる。

●違反にならない訪問

・生活や交際上の訪問、仕事上の訪問は自由にできる

・後援会入会依頼の目的をもつ訪問は政治活動のため違反にならない。ただし、

選挙期間中はできない

・選挙運動（運動員依頼、他派の情勢をきく、情報交換、連絡の目的）のための

訪問はできる

・推薦ハガキに差出人として加筆、加名を依頼する目的の訪問はできる（投票依

頼の目的をもたないように）

・郵便受に政治活動ビラを配布することはできる

８．個々面接を活用して 

  個々面接とは、戸別訪問以外の方法や場所で人に会うことをいい、その場合「選挙、

候補者、政党」に関し「投票依頼」をしてもよいもので、現行法では禁止されていま

せん。ただし、個々面接は期間中しかできません。公示（告示）前の投票依頼は事前

運動になります。知り合っている親密度や状況に応じて行いましょう。 
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2021年の衆院選、22年の参院選
紙面づくりはこんなアイデアで
　今年中には衆院選、22年は参院選と続く。そこで、選挙闘争をバックアッ
プする紙面づくりの基本を紹介しよう。機関紙を活用して組合員に候補者
のことをよく知ってもらい、「この人なら」という気持ちを起こさせること
が大切だ。そのためには、定番の候補者名、顔写真、プロフィルだけでなく、
候補者の人柄や政策、実績紹介で「この人しかいない！」と思わせる表現力
と企画力がポイントとなる。

●政策
候補者の政策も欠かせな
い要素の一つ。平易でわかり
やすい文章で、項目ごとに表
現しよう。まとめる際は、組合
員の共感を得るということ
を、念頭においてまとめる。

●応援メッセージ

●こんな方法も（候補者の連載コラム）

候補者をよく知る人に、応
援メッセージを寄せてもら
う。老若男女、偏りのない人
選を。若い仲間を登場させ、
若年層へ支持を広げよう。内
容は、候補者を応援する理
由、知人ならではの具体的な
エピソードを紹介してもら
いながら、候補者の実績や人
柄が伝わるようにする。

●抱負・決意
候補者のコメントもぜひ
載せたい。寄稿してもらって
も取材してもいいが、組合員
の期待に応えるような力強
い抱負を押さえたい。

●顔写真
　候補者名と同様に顔を覚
えてもらうことも大切。顔写
真は必須だ。キリッとした顔
や笑顔、話しかけている顔な
ど、自然な表情が使いやすい。

●本文
本文には、必ず次のような
要素を盛り込む。
・選挙に臨む姿勢
・取り組む目的
・支持する候補者の簡単な紹介
・その候補者を支持する理由
・候補者を推薦決定した会議
名、日にちとその理由

●イラスト
似顔絵は顔や動きを誇張で
き、親しみやすさが生まれバ
リエーションも広がる。

●プロフィル
候補者の経歴は欠かせな

い。読んだだけで人物像がう
かがえるのがベスト。趣味や
好きな食べ物など、プライ
ベートなことも載せよう。

●見出し
候補者の政治活動を支持

し、その政策実現を応援する
というスタンスで見出しを
立てよう。

●候補者名
名前を覚えてもらうこと
は基本中の基本。書体や文字
の太さなどでインパクトを
出したい。

　機関紙を使った宣伝方法には、見開きや
1めん全体で特集を組む方法と、毎号固定
欄を設けて記事を連載していく方法の二
つがある。まず最初に特集を組んでインパ
クトをもたせ、以後は連載を続けていくと
いったように、組み合わせて宣伝していく

ことで組合員に浸透させる。
　連載記事では、候補者のコラムが考えら
れる。内容は、政策課題を掘り下げる、生い
立ちを紹介する、日頃の活動を日記形式で
紹介するなど。候補者が忙しければ取材を
もとに担当者が記事にすることも。

組織内討議資料
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管轄選管

選挙期間 7日間 7日間 14日間

供託金 無し 50万円 30万円 60万円 50万円 100万円 240万円

供託金没収点 無し

有効投

票総数

の1/10

法定得票数

有効得

票総数

÷議員

定数

÷4

有効得

票総数

÷4

選挙事務所

■議会議員選挙・市長選挙の主な選挙活動■

各都道府県・市町村・区選挙管理委員会

5日間 9日間

１カ所　・　ポスター・看板・立札は選挙事務所に合計3個以内（縦3m50cmx横1m以内）

それとは別に提灯が１個以内です（高さ85cmx直径45cm以内）

選挙事務所を移動する場合は、一日に一回まで移動が可能です

候補者負担

車種制限有り　　ポスター・立札・看板の類（大きさ　横2m73cmx縦73cm以内）

　　自動車１台または、船舶１隻と拡声機一式　　選管交付の表示板を提示

　　乗車定員　候補者、運転手を含む６人まで（道交法の定員あり）

　　乗車用腕章4個・街頭演説用標旗　タクシーを選挙カーとして利用することもできます

候補者負担 公費負担（条例の定めがある場合）

都道府県議会

自動車・船舶

及び拡声機の

使用

政令市議会 市長

有効投票総数と議員定数の商の10分の1 有効投票総数の1/10

有効得票総数÷議員定数÷4 有効得票総数÷4

町

村

議

会

選挙種別

町

村

長

政令市長市区議会
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※

5,000枚

以内
4000枚 16000枚 8000枚

※ 16,000枚

　以内

※ 70,000枚

以内

候補者

負担

・２種類以内

・規格制限有り

　29.7cmx21cm

 　A4判以内

・記載内容に

　制限無

・作成費用…

　公費負担（条

　例の定めがあ

　る場合）

公費負担

無し

2,500枚

以内

2,000枚

以内

8,000枚

以内

4,000枚

以内

8,000枚

以内

35,000枚

以内

個人演説会

街頭演説会

・回数の制限なし　・選管交付の表示板を提示　・立札・看板の大きさは、縦2m73ｃｍｘ横73ｃｍ以内

・立札・看板の記載内容に制限はありません（但し、掲示責任者の氏名・住所は記載）

・公営施設（学校や公民館等）の無料制度あり　・立札・看板は、演説会開催中会場外に2枚以内、提灯

　会場に1コ以内（高さ85ｃｍｘ直径45ｃｍ以内）

選挙用ポスター

・ポスター掲示場毎に１枚(貼り替え自由）　　　　・規格制限有り（42cmx30cm 以内）

・記載内容に制限はありません

　（但し、以下の記載は必要（1）掲示責任者及び印刷者の氏名・住所の記載）

・午前８時から午後８時まで

・運動員の制限…候補者1人に15人以内（選管交付の腕章を着用）

・選管から交付された標旗を掲げる（候補者1人1本）

選挙運動用ビラ

通常ハガキ

候補者負担 公費負担（条例の定めがある場合）

政令市議会 市長 政令市長

無し

2019年３月１日施行

・２種類以内

・規格制限有り　29.7cmx21cm A4判以内

・記載内容に制限無

・作成費用…公費負担（条例の定めがある場合）

・頒布責任者及び印刷者の氏名・住所を記載

・市選管の交付する証紙を貼付

・頒布方法に制限有

　①新聞折込

　②選挙事務所内

　③演説会の会場内

　④街頭演説会々場

記載内容に制限はありません　作成費用（印刷費や作成費）は候補者負担　　●郵送は公費負担

選挙種別

町

村

議

会

町

村

長

市区議会 都道府県議会
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選挙公報

１回発行

・字数制限なし

・図やイラスト

　等の面積制限

　あり

・選管交付の原

　稿用紙使用

・選管公報掲載

　申請書と原

　稿、写真等を

　都道府県選管

　に提出

確認団体制度

新聞広告
２回（9.6cmx2段）、選管から交付される「新聞広告掲載証明書」を新聞社に提出　

掲載料は候補者負担

政令市長

町

村

議

会

町

村

長

市区議会 都道府県議会 政令市議会 市長選挙種別

条例の規定によります 条例の規定によります

無し

有　り　「確認団体制度」

参議院議員の選挙、都道府県又は指定都市の議会の議員の選挙、都

道府県知事 又は市区長の選挙が行なわれる区域においては、その選

挙が公示又は告示された 日から投票日の前日までの期間一定の要件

を満たす団体は、当該選挙が公示又は 告示されてから届出をし、確

認書の交付を受けることによって、選挙期間中も9 を除き一定の範

囲内で、次に例示する政治活動ができるようになります。この団 体

を確認団体と呼びます。 この届出のない団体は、政党も含めてこれ

らの選挙の期間中、例示した政治活動が禁止されます。

※ ２種類以内、規格制限有り（29.7cmx21cm A4判以内）　記載内容に制限はありません

　　　　頒布責任者及び印刷者の氏名・住所を記載　　町村選管の交付する証紙を貼付します

　　　　頒布方法に制限有り①新聞折込②選挙事務所内③演説会の会場内④街頭演説会の場所

　※法定得票数…当選するために最低限必要な得票数。定員内に入っていても得票数がこれに達しない場合は当選とはなら

ない。

※有効得票数…候補者の氏名以外を記入した票や、白票、複数の氏名を記入した無効票を投票総数から差し引いた票数。
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●選挙活動に関するQ&A（基本的なキーワード） 
 

 

１.労働組合が、なぜ政治活動をしなければならないのですか？ 

  労働組合の目的は、働くものの生活をより豊かにすることにあり、労働条件だけで

なく、福祉や税制、教育、環境、土地や住宅政策、年金問題や社会資本、安全保障や

自由・平和問題にまで、総合的に取り組む必要があるのです。 

 

２.なぜ、選挙活動を行うのですか？メリットはあるのですか？ 

  政治活動には、陳情や請願、署名活動やカンパ等ありますが、選挙を通じて自分た

ちの意思を議会に反映させる方法が、最も私たちの生活を豊かにする近道です。労働

組合も社会を構成する一組織ですから、当然意思表示し、行動することができます。 

 

３.なぜ、選挙違反をしてはダメですか？それでは、勝てないのでは？ 

  第１は、せっかく送り出した議員が充分な働きができないこと、第２は、せっかく

芽生えた政治活動への芽を摘んでしまうこと、第３には、組合や企業のイメージを損

ねることですが、一番は連座制の強化で当選そのものが無効になったり、５年間の立

候補禁止等の厳しい判例がでています。 

 

４.選挙運動と政治活動の違いは何ですか？ 

 選挙運動とは、①特定の選挙で、②特定の候補者を当選（落選）させるために、③

有権者に働きかける行為です。これは、選挙の告示後でなければできませんが、政治

活動は憲法で保障された行為ですから、選挙運動にならなければ、告示前でも可能で

す。 

 

５.事前運動とは何ですか？準備行為との違いは何ですか？ 

  事前運動とは、告示前に選挙運動をすることで、これは公職選挙法で禁止されてい

ます。準備行為とは、選挙事務所を借りる交渉や、運動員や事務員の依頼のように、

必要な準備をしないと選挙ができない合法的な行為のことをいいます。 

 

６.戸別訪問とは何ですか？ 

  戸別訪問とは、①有権者の家を、②訪問して、③投票を依頼することで、公職選挙

法で厳しく禁止しています。戸別訪問から大規模な選挙違反に発展し、組織的にもダ

メージを受けるケースも多いので、正しい対応をする必要があります。 
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７.行為ではなく、主旨が大切とはどういうことですか？ 

よく一軒だけなら、一軒飛ばしてなら、玄関先だけなら戸別訪問にならない（違反

にならない）と耳にすることがありますが間違いです。大切なのは行為ではなく、訪

問した目的（主旨）なのです。たとえ一軒でも投票の依頼が主旨で訪ねたなら戸別訪

問になります。 

 

８.戸別訪問と個々面接・家庭訪問との違いは何ですか？ 

  個々面接とは、期間中に戸別訪問にならない方法で投票依頼することです。例えば、

家に来た人に投票依頼することなどです。家庭訪問とは、告示前に投票依頼でなく後

援会の入会依頼が主旨で、自分の知り合いの家を訪ねることで、戸別訪問とは違いま

す。 

 

９.選挙運動期間中、誰でもできる合法的選挙運動とは何ですか？ 

  運動期間中、誰でもできる合法的な選挙運動には、①推薦ハガキの推薦人になるこ

と、②親書で友人に投票を依頼すること、③電話で投票の依頼をすること、④選挙に

関係がない会合で、投票の依頼をすること、⑤不特定の人には見えない場所に候補者

のポスターを貼ること、⑥応援弁士になって激励することなどがあります。 

 

10.なぜ、後援会活動を行うのですか？活動の進め方の基本は？ 

  後援会とは、「政治資金規正法」で認められた政治家個人の政治団体です。その活

動とは、自分を支持する人の結集をはかり、一大政治勢力として発展させるもので、

選挙運動ではなく、政治活動です。まずは近い人から入会し、発展させます。 

 

11.推薦ハガキ作戦を効果的・戦略的に実施したいのですが？ 

  推薦ハガキは単に宣伝物ではなく、戦略的な器材であります。票読みの基本は、紹

介した人を確定票として１票をカウントしますが、推薦人こそ確定票になります。し

たがって、推薦人をいかに多く獲得するかが勝敗の分かれ目になります。 

 

12.家庭訪問のポイントは何ですか？訪問作戦に必要なことは？ 

  違反にならない訪問作戦には、告示前に後援会への入会活動と直前における推薦人

の依頼活動が中心になります。訪問活動は必ずその主旨と目的を明確にして行うべき

で、戸別訪問にならないように注意した訪問活動にします。 

 

13.訪問作戦中におまわりさんに声をかけられたら？ 

  大切な事は、ノコノコおまわりさんについて行かない事です。まず第1に、呼び止

めた理由を聞きます。第2に、自分は怪しい人間ではないことをハッキリ言います。  
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第3は、自分のしていた行動を正確に言い、ついて行きたくない事を言います。 

 

14.期日前投票とは何ですか？ 

  投票日に不在な人は、告示の翌日から期日前投票ができます。投票は、各市区町村

に一箇所以上設けられる「期日前投票所」で行います。 

 

15.総合選対とか、表選対あるいは裏選対とは何ですか？ 

  選挙活動を準備する組織を選挙対策委員会と言い、略して選対といいます。選挙運

動をする組織を選挙事務所といいます。選対には、町内会の人や支援団体を前面に出

した組織を表選対、自分の組織で構成した実務部隊を裏選対と呼びます。 

 

16.選挙事務所の効果的な運営方法や組織体制は？ 

  選挙事務所は、選挙運動を行う組織であり、また建物でもあります。したがって、

人が出入りしやすく、明るい雰囲気で、使いやすいことが大切です。また、候補者の

地盤で、駐車場があり、作業スペースや休憩所も必要です。 

 

17.選挙に無関心な人をどうすれば参加させることができますか？ 

  選挙や政治活動に無関心な人は結構います。しかし、自分や家族の生活や将来に無

関心な人はいるでしょうか。ここに政治や選挙活動に参加してもらうヒントがあり、

危機意識や身近な問題を提起し、その重要性を知ってもらいましょう。 

 

18.組合機関紙にはどの程度選挙に関する記事を掲載できますか？ 

  新聞適格性（公選法上の新聞紙といえるための要件）としては 

①不特定多数の者に頒布することを目的とするもの。 

②特定の人又は団体により、一定の題号を用い、比較的短い間隔をおき、号を追っ

て定期的に刊行されるもの。 

③報道及び評論を主たる内容とするもの。 

④有償頒布されるもの（組合費、会員負担でもよい）。 

以上の4つの基準を満たしていれば、選挙に関し、報道及び評論を掲載すること

ができます。次のような記事が、ここでいう選挙に関する「報道・評論」にあたり

ます。 

①特定の候補者の氏名・写真・経歴・人物紹介・推薦文等を載せ、支援を訴えるも

の。 

②特定候補者を推薦決定した旨及びその経緯等に関するもの。 

③「○○党の躍進を」などの表題をつけた選挙情勢に関するもの。 

④「選挙に臨む私たちの方針」「○○党の選挙政策を斬る」などの文章。 
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19.選挙関係記事を載せた組合機関紙は、いつでも自由に配布できますか？ 

  告示前と告示後で若干異なります。 

●告示前 

・告示前は選挙の種類を問わず、報道、評論の自由が確認されています。ただし、

その配布は通常の方法で行われることが条件です。そのときに限って有償配布を

無償配布にしたり、手渡しを郵送にしたり、組合内配布を組合外に配布したりす

ることは問題です。 

●告示後 

・告示後（選挙期間中）は公選法148条 3項の要件を欠く新聞紙誌（組合機関紙）

は選挙に関する評論、報道を掲載することはできません。148条 3項による必

要要件は次のとおりです。 

①新聞は毎月 3 回以上、雑誌は毎月 1 回以上、号を追って有償で頒布するも

の。 

②第 3種郵便物の認可のあるもの。 

③告示前 1 年（時事に関する日刊新聞は 6 ヶ月）以来、①②の条件に適合し

ているもの。 

   以上①～③の要件を満たした新聞紙（組合機関紙）が「選挙に関する報道・評論」 

   を掲載した場合には、その配布が「通常の方法」によることになりますが、選挙

期間中に限り、定期購読者を除いて「有償に限る」とされています。 

   次に金銭授受を伴わないで、有償とみなされる場合を挙げておきます・ 

    ①組合員への無料配布は「有償」とみなされる。単組だけでなく、上部団体、

共闘組織が発効する機関紙でも、その傘下組合員への配布は、代金をとる必

要はない。さらに、組合員の家族への無償配布も同様。 

    ②PR の目的で友諠組合に無償提供すること。 

    ③規約又は会計への記載で他組合への無償配布を承認している場合の他組合

への無償配布。 

     

※号外や臨時号は、従来より組合の当面する重要問題について、時に応じ、発

行してきた実績があれば、告示前、告示後（告示後については公選法 148

条 3項の要件を満たしている組合本紙を発行している場合に限る）を問わず

選挙関係記事特集の号外や臨時号を発行・頒布（通常の方法）することがで

きます。 

※組合が、大会等で特定の候補者を推薦決議し、その推薦決定を組合内部に周

知徹底する場合に、前述の4要件を満たさない組合ニュース等を用いること

は自由です。通常の組合活動そのものであり、選挙運動ではないからです。
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ただし、組合ニュースの発行・配布が「特定の候補者の当選を目的」として

行われたと誤解を与えないように注意が必要です。通常の発行部数と比べて

大幅な増刷をしたり、通常は手渡しなのに、組合員宅に郵送したりすること

は「選挙運動」との誤解を生む恐れがあります。さらに、発行・配布の時期

も考慮が必要です。告示日直前や投票日直前に発行・配布することは「特定

の候補者の当選を目的として」なされたものとみなされることがあるので注

意が必要です。以上を注意すれば組合活動として候補者に関する組合ニュー

スを発行・配布しても問題となることはまずありません。

20.ある候補者の後援会の役員になることも自由ですか？

  どんな後援会でも、会員として加入することは差し支えありません。地公法 36条

からいっても問題はありません。ただ、役員となると問題が出てきます。政治団体で

ある後援会の場合は、自治体職員は役員となることはできません。なお、このことは

地公法上の問題で、公選法とは関係ありませんし、刑事上の罰則もありません。 

21.地方公務員が、候補者の選挙カーに乗ることは問題がありますか？

  地方公務員が選挙カーに乗る場合も、具体的に何のために乗り、どのような行為を

するかによって区別されます。大きく分けて、①投票勧誘運動を行うこと、②機械的

な労務の提供、とに分けられます。このうち、①投票勧誘運動を行う場合については、

地公法 36 条 2 項 1 号による制限を受けることになります。しかし、当該職員の属

する地方自治体の区域外であればこの規制は受けませんし、また現業職員及び企業職

員の場合、この地公法36条の適用はなく、何の制限も受けません。②機械的労務の

提供、すなわち宣伝カーの運転手あるいはその助手等となって、単なる労務を提供す

るだけで投票勧誘運動を行わない場合は、地公法 36条による制限は受けません。 

22.地公法 36 条は職員の政治的行為にどのような制限を設けていますか？

  人的には、一般職に属する地方公務員のうち、企業職員及び現業職員には本条は適

用されません（地公企法39条、地公企労法附則4項）。したがって企業職員及び現

業職員が政治的行為を行う際は公選法による制限以外の制限は一切受けませんし、地

公法36条違反として行政罰（懲戒処分）を受けることもありません。 

  地域的には、当該職員の属する地方自治体の区域内でだけ制限されます。したがっ

て、職員の属する地方自治体の区域外で行うことは自由です。 
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